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未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
、
平

成
23
年
３
月
11
日
の
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）
か
ら
10
年

が
た
ち
ま
す
。
現
在
で
も
、
避
難
者
は

本
市
を
含
め
各
地
に
滞
在
し
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
で
は
が
れ
き
の
撤
去

や
燃
料
の
取
り
出
し
が
終
わ
っ
て
い
な

い
状
況
で
、
ま
だ
完
全
に
は
復
興
を
成

し
遂
げ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
目
の
今
、

防
災
に
つ
い
て
一
人
一
人
が
改
め
て
見

直
し
ま
し
ょ
う
。

  

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に

　
災
害
は
い
つ
や
っ
て
来
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

来
る
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
災
害

に
は
、
震
災
や
火
災
、
風
水
害
、
雪
害

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
あ
り
ま
す
。

地
震
を
発
生
さ
せ
る
原
因
の
一
つ
で
あ

る
活
断
層
は
本
市
内
に
も
存
在
し
、
最

大
で
震
度
６
強
の
直
下
型
地
震
が
起
き

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

  

今
い
る
所
は
安
全
？

　
避
難
と
は
「
難
」
を
「
避
」
け
る
こ

と
。
安
全
な
場
所
に
い
る
人
ま
で
避
難

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
ん
で
い

る
地
域
が
安
全
か
ど
う
か
、
市
の
防
災

マ
ッ
プ
と
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
防
災
マ
ッ
プ

で
住
ん
で
い
る
地
域
に
色
が
塗
ら
れ
て

災
害
へ
の
備
え
と
心
構
え
を
新
た
に

災
害
へ
の
備
え
と
心
構
え
を
新
た
に

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
　

　
耐
震
性
の
高
い
建
物
に
暮
ら
し
た
り

定
期
的
な
河
川
の
堤
防
改
修
を
行
っ
た

り
し
て
い
て
も
、
そ
の
被
害
を
完
全
に

無
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
大
切
な

の
は
、
災
害
に
備
え
、
被
害
を
減
ら
し
、

人
の
命
を
守
る
こ
と
で
す
。

　
災
害
へ
の
備
え
の
考
え
方
と
し
て
、

｢

自
助｣

「
共
助｣

「
公
助
」
の
３
つ
が
あ

り
ま
す
。
自
助
は
「
自
分
自
身
や
家
族

の
身
の
安
全
を
守
る
」
こ
と
、
共
助
は

｢

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る｣

こ
と
、
公
助
は
「
警
察
や
消
防
、
市
役

所
な
ど
の
公
的
機
関
に
よ
る
救
助
・
援

助
」
を
い
い
ま
す
。

　
平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
救
助
や
避
難
生
活
の
状
況
か

ら
、
防
災
に
お
け
る
役
割
分
担
は
自
助

が
７
割
、
共
助
が
２
割
、
公
助
が
１
割

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
災
害

が
発
生
し
た
と
き
に
公
助
を
待
つ
の
で

は
な
く
、
ま
ず
は
自
分
自
身
や
家
族
の

身
の
安
全
を
守
り
（
自
助)

、
そ
の
後
は

近
所
や
町
内
会
、
自
主
防
災
組
織
、
消

防
団
な
ど
、
近
く
に
住
む
人
同
士
に
よ

る
助
け
合
い
（
共
助
）
が
重
要
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
自
助
・
共
助
・
公
助
で
、
バ
ラ
ン
ス

良
く
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
、
命
を
守

り
、
救
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　安全で安心に暮らせるまちづくりに向け、本市で予想されるさまざまな
災害に対する知識と備えを分かりやすくまとめた防災マップと、防災マッ
プ追加版として洪水ハザードマップを作成しています。
　いずれも作成時に各戸に配布したほか、転入してきた方には転入手続き
の際にお渡ししています。万一、紛失された場合は市防災危機管理課にお
問い合わせください。市ホームページからダウンロードもできます。

　風水害、洪水、地震、土砂災害について、避難
のための判断基準や災害が発生した場合の行動マ
ニュアル、普段から注意しておくべき防災対策や
非常時持ち出し品のチェックリスト等を掲載して
います。また、市内の活断層図や、洪水等で最上
川が氾濫した場合に水が引くまでの浸水継続時間
を想定した区域図を掲載しています。
※�洪水等による浸水想定区域や土砂災害の警戒区
域、災害時における行政等連絡先や指定避難所
等一覧については、洪水ハザードマップで内容
を更新していますので、そちらをご覧ください。

　大雨により河川が増水し、水があふれた場合な
どを想定した浸水想定区域図を、最上川周辺と寒
河江川・沼川周辺それぞれで作成しました。併せ
て避難情報等発令の警戒レベルを掲載しています。
　浸水想定区域図のほか、災害時の学校・行政・
ライフライン連絡先、避難場所・避難所一覧につ
いても更新しています。
　洪水に関した内容をまとめたものですので、市
内の活断層については掲載していません。市内の
活断層については、防災マップに掲載の、地域ご
と詳細図をご確認ください。

●問合せ／市防災危機管理課防災危機管理係☎85-1402へ。

災
害
へ
の
備
え
に
重
要

｢

自
助
」
と
「
共
助
」

い
な
く
て
も
、
住
ま
い
が
崖
の
近
く
や

周
囲
よ
り
低
い
土
地
に
あ
る
場
合
は
、

避
難
情
報
等
を
参
考
に
、
必
要
に
応
じ

て
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
先
と
避
難
路
の
確
認

　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
・
警
戒
区
域
や

浸
水
想
定
区
域
に
住
ん
で
い
る
場
合
、

状
況
に
よ
り
避
難
が
必
要
で
す
。
誰
と

一
緒
に
、
何
を
持
っ
て
、
ど
の
避
難
路

を
、
ど
ん
な
方
法
で
避
難
す
る
の
か
、

具
体
的
に
考
え
、
家
族
や
地
域
の
人
と

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
普
段
使
用
し
て
い

る
道
が
通
れ
な
い
場
合
も
想
定
し
、
安

全
な
避
難
路
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

　
安
全
な
地
域
の
親
戚

や
知
人
宅
に
避
難
す
る

こ
と
も
考
え
、
あ
ら
か

じ
め
相
談
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

��
避
難
場
所
と
避
難
所

避
難
場
所

　
身
の
安
全
を
確
保
し
地
域
の
状
況
を

確
認
す
る
た
め
に
、
災
害
発
生
時
に
ま

ず
一
時
的
に
集
ま
る
場
所
で
す
。
市
が

指
定
す
る
指
定
避
難
場
所
の
ほ
か
、
自

主
防
災
組
織
や
町
会
な
ど
が
決
め
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
状
況
に
応
じ
て
、
避
難
場
所
に
行
か

ず
に
、
避
難
所
に
直
接
避
難
す
る
場
合

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

避
難
所

　
警
戒
レ
ベ
ル
３
以
上
の
発
令
に
伴
い
、

避
難
が
長
時
間
に
渡
り
、
居
住
の
場
を

失
っ
た
、
ま
た
は
失
う
恐
れ
の
あ
る
人

が
過
ご
す
施
設
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
す
。

　
市
内
に
は
市
が
指
定
す
る
指
定
避
難

所
が
30
カ
所
あ
り
、
開
設
は
市
等
が
、

運
営
は
避
難
者
が
行
い
ま
す
。
最
低
限

の
備
蓄
の
み
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
主
避
難
所

　
警
戒
レ
ベ
ル
３
の
発
令
よ
り
前
に
避

難
し
た
い
人
の
た
め
、
指
定
避
難
所
を

自
主
避
難
所
と
し
て
開
設
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
自
主
避
難
所
で
は
食
事
や

物
資
等
、
避
難
所
の
備
蓄
の
提
供
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
自
分
の
身
を
守
る
準

備
を
し
、
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　
警
戒
レ
ベ
ル
３
以
上
の
発
令
に
よ
り
、

指
定
避
難
所
に
移
行
し
ま
す
。

市内各所で道路冠水等の被害があり、避難所17カ所が開設した令和２年７月の豪雨

特　　集

　災害発生時に、迅速な避難や災害関連情報の入手、
１人での身の安全を確保などが難しい、何らかの配慮
が必要な人が無事に避難できるよう、地域の皆さんで
ご協力をお願いします。

災害時は特に配慮を

高齢者、障がいのある人、在宅療養者、病弱者、乳幼
児、妊産婦、外国人、子ども等１人での避難所生活が
難しい人

＝災害時における要配慮者＝

防災マップと洪水ハザードマップ

・・・・・・・・・・防災マップ・・・・・・・・・・

・・・・・・・・洪水ハザードマップ・・・・・・・・

（平成29年３月作成）

インターネットを活用して情報を得よう
オススメの災害情報サイト

寒河江市
洪水ハザードマップ

発行：寒河江市 役 所 総務課危機管理室
電話番号：0237- 86 -2111(代 表)

洪水ハザードマップとは､国や県から公表された浸水想定区域をもとに､大雨によって河川等が
増水し､水があふれた場合の浸水想定区域と､浸水深ならびに各地域の避難所を示し､市民の皆
さんの避難等に役立つように作成したものです｡
浸水の想定される区域およびその程度は､雨の降りかたや土地の形態､河川･下水道の整備状況
により変化することもあります｡したがって､大雨が降ると､常にこの地図のような浸水があると
いうものではありませんが､十分注意してください｡
大雨の際には､市から避難勧告や避難指示が出る場合もありますので､いざというときに備えて､
ご自宅から避難所までの経路を確認しておきましょう。

別々の場所にいるときに災害が発生した場合でもお互いの安否を確認できるよう、日頃から安否
確認の方法や集合場所などを、事前に話し合っておきましょう。災害時には、携帯電話の回線が
つながりにくくなり、連絡がとれない場合もあります。
その際には災害伝言ダイヤル(171)を利用しましょう。

急傾斜地や渓流の付近など、土砂災害に
よって生命や身体に危害を生じるおそれ
があると認められる区域及び大雨により土
砂災害の発生するおそれの高まっている
地域の情報を提供するものです。

全国の自治体等が設置した危機管
理型水位計から水位情報を提供す
るサービス。

大雨、洪水など気象等に関する特
別警報・警報・注意報を提供する
サービス。

山形県
土砂災害警戒システム 川の水位情報 気象警報・注意報:

寒河江市

防災マップ 追 加 版

作成：令和元年9月

（令和元年９月作成）
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防災～備えと自助・共助～



  

備
蓄
は
少
な
く
と
も
３
日
分

　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
避
難
所
で

過
ご
す
こ
と
や
、
避
難
の
必
要
は
な
く

て
も
水
道
や
電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
使
え
な
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。

　
避
難
所
で
過
ご
す
た
め
の
非
常
時
持

　災害の発生が予想される、または発生した場合、まずは自分と家族の安全を確保することが重要です。その上
で要配慮者への手助け、地域へ声掛けを行いましょう。
　風水害など気象条件等により災害の発生が予想できる場合と、地震など災害が突然発生する場合とでは避難の
仕方が異なります。下図を参考に、それぞれ避難行動について確認しておきましょう。

ち
出
し
品
や
、
家
で
過
ご
す
た
め
の
非

常
時
用
備
蓄
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

い
ず
れ
も
３
日
分
程
度
は
準
備
し
、
非

常
時
持
ち
出
し
品
は
、
避
難
時
に
両
手

が
使
え
る
よ
う
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
等
に

入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
所
の
備
蓄
は
必
要
最
低
限
の
た

め
、
使
い
慣
れ
た
も
の
な
ど
、
自
分
で

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災害に合わせた避難行動

備
蓄
品
を
入
れ
替
え
る｢

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
」

風水害等の場合

行政等の行動（公助の部分）

避難所（自主避難所を含む）の開設・運営

避難所の運営

個人・地域の行動（自助・共助の部分）

市が警戒レベル３を発令
高齢者等の避難に時間を要する人とその支援者は
避難

避難場所に避難
・早めの避難
・隣近所で声を掛け合って避難
・要配慮者を支援

避難の準備
・気象情報、避難情報等の収集・確認
・非常時持ち出し品等の確認

避難所に避難
・隣近所で声を掛け合って避難
・要配慮者を支援

気象庁等が洪水注意報等を発表

対象地区の全員が避難
市が警戒レベル４を発令

地震の場合
行政等の行動（公助の部分）

避難所の開設・運営

個人・地域の行動（自助・共助の部分）

避難場所に避難
・隣近所の出火、救助等の必要性を確認
・地区全体の安否確認
・集団消火活動、救出・救護活動

自分と家族の安全確保
・揺れが収まるまで自分の身を守る
・家屋内にいる家族の安否確認
・火元の確認、避難出口の確保
・ブレーカーを落とし通電火災を予防

市が災害発生情報や避難所開設情報を発信

避難所に避難
・隣近所で声を掛け合って避難
・要配慮者を支援

　
非
常
時
持
ち
出
し
品
や
非
常
時
用

備
蓄
品
と
し
て
、
缶
詰
な
ど
の
非
常

食
品
や
飲
料
水
、
電
池
、
燃
料
な
ど

を
準
備
し
た
も
の
は
、
定
期
的
に
確

認
し
、
古
く
な
ら
な
い
よ
う
入
れ
替

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
普
段
の
生
活
の
中
で
備
蓄
品
を
消

費
し
な
が
ら
、
そ
の
都
度
、
新
し
い

も
の
を
補
充
す
る
「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
」
を
取
り
入
れ
、
日
頃
か
ら

備
蓄
品
の
状
態
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
普
段
か
ら
備
蓄
品
を
使
用
す
る
こ

と
で
、
防
災
品
の
使
い
方
に
慣
れ
る

こ
と
に
も
な
り
、
万
一
の
場
合
の
不

安
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
の
ポ
イ
ン
ト

①
古
い
も
の
か
ら
使
う

　
備
蓄
品
を
使
用
す
る
際
は
、
必
ず

１
番
古
い
も
の
か
ら
使
い
ま
し
ょ
う
。

消
費
期
限
や
使
用
期
限
を
確
認
し
な

が
ら
、
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
が

混
ざ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
古
い
も
の
を
左
側
に
、
新
し
い
も

の
を
右
側
に
配
置
し
、
古
い
も
の
を

使
っ
た
ら
常
に
右
側
に
補
充
す
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
一
目
で
分
か
る
よ

う
に
配
置
す
る
方
法
が
お
薦
め
で
す
。

②
使
っ
た
分
は
必
ず
補
充
す
る

　
備
蓄
品
は
い
つ
使
用
し
て
も
構
い

ま
せ
ん
が
、
消
費
し
た
分
は
す
ぐ
に

補
充
し
ま
し
ょ
う
。
補
充
を
怠
っ
た

と
き
に
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
補
充
は
消
費
の
直
後
に

行
う
の
が
お
薦
め
で
す
。

③
食
品
以
外
で
も
行
う

　
ガ
ス
や
電
気
が
止
ま
っ
た
場
合
に

役
立
つ
懐
中
電
灯
や
カ
セ
ッ
ト
コ
ン

ロ
。
そ
れ
ら
を
使
用
す
る
た
め
の
電

池
や
燃
料
も
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

し
、
常
に
一
定
量
を
確
保
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
車
の
ガ
ソ
リ
ン
残
量
も

普
段
か
ら
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

東日本大震災時、給油待ちの長い車列
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情
報
を
確
認
し
よ
う

　
災
害
発
生
時
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
が
入
り
乱
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
そ
の
中
に
は
正
し
く
な
い
情
報
や

虚
偽
の
情
報
が
含
ま
れ
、
混
乱
に
つ
な

が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
信
頼
で
き
る
情
報
源
か
ら
、
正
し
い

情
報
を
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
不
確
か
な
情
報
を
自
ら
発
信
し

な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

警
戒
レ
ベ
ル

　
警
戒
レ
ベ
ル
の
発
表
・
発
令
は
、
レ

ベ
ル
の
順
番
通
り
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
状
況
に
応
じ
て
短
時
間
の
う
ち

に
急
に
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。
国
土
交
通
省
の
河
川
水

位
情
報
等
や
気
象
庁
が
発
表
す
る
防
災

気
象
情
報
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
適
切

な
避
難
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
警
戒
レ
ベ
ル
３
で
は
対
象
区
域
の
高

齢
者
等
が
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
で
は
対
象

区
域
の
全
員
が
避
難
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
警
戒
レ
ベ
ル
５
で
は
、
既
に
災

害
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
警
戒
レ
ベ
ル
３
や
４
の
段
階
で
、
地

域
の
皆
さ
ん
で
声
を
掛
け
合
っ
て
、
安

全
・
確
実
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

市
か
ら
の
情
報

　
警
戒
レ
ベ
ル
が
３
以
上
に
な
っ
た
場

合
、
市
は
、
避
難
を
促
す
避
難
情
報
等

  

避
難
所
で
の
自
助
・
共
助

避
難
所
の
開
設
と
運
営

　
避
難
所
は
、
施
設
管
理
者
や
市
の
避

難
所
担
当
者
等
の
数
人
が
、
最
低
限
の

開
設
準
備
を
行
い
ま
す
。
状
況
に
よ
っ

て
は
、
避
難
所
担
当
者
の
到
着
が
遅
く

な
り
、
施
設
管
理
者
と
避
難
者
の
協
力

で
開
設
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
運
営
は
、
町
会
や
自
主
防
災
組
織
が

中
心
と
な
る
「
避
難
所
運
営
委
員
会
」

が
行
い
ま
す
。
避
難
者
が
協
力
し
、
避

難
者
の
取
り
ま
と
め
や
災
害
情
報
の
収

集
な
ど
の
役
割
を
分
担
し
ま
す
。

避
難
所
の
備
蓄
は
必
要
最
低
限

　
避
難
所
の
備
蓄
は
、
最
大
避
難
想
定

者
に
対
し
、
何
割
か
の
割
合
で
準
備
し

を
発
令
し
ま
す
。

　
避
難
情
報
等
は
、
防
災
行
政
無
線
や

市
広
報
車
の
ほ
か
、
携
帯
電
話
の
緊
急

速
報
メ
ー
ル
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

公
式
ア
プ
リ
・
寒
河
江
ぽ
け
っ
と
ナ
ビ
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
市
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

て
い
ま
す
。
食
料
品
は
保
存
性
を
優
先

し
て
い
る
た
め
、
温
か
い
も
の
や
お
い

し
い
も
の
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
避
難
所
で
快
適
に
過
ご
す
た
め
に
は
、

普
段
か
ら
非
常
時
持
ち
出
し
品
を
準
備

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
食
料
品

だ
け
で
な
く
、
着
替
え
や
毛
布
と
い
っ

た
寒
さ
対
策
用
品
、
箸
や
紙
コ
ッ
プ
と

い
っ
た
日
用
品
、
救
急
医
療
品
、
携
帯

ラ
ジ
オ
な
ど
も
必
要
で
す
。

避
難
所
で
の
大
ま
か
な
流
れ

①�

避
難
者
カ
ー
ド
に
記
入
し
、
避
難
所

運
営
委
員
会
に
提
出
し
ま
す

②�

指
示
に
従
い
、
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
ま
す

③�

居
住
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
落
ち
着

い
た
ら
、
指
示
に
従
っ
て
役
割
を
分

担
し
、
避
難
所
運
営
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

　防災行政無線を聞
き逃した場合や改め
て確認したい場合、
聞き直しができる防
災行政無線テレフォ
ンサービスをご利用
ください。

防災行政無線
の聞き直し
☎85-5810

災害情報ウェブサイト
山形県「土砂災害警戒システム」
　急傾斜地や渓流の付近等の土砂災
害警戒区域や、大雨により土砂災害
の発生する恐れ
の高まっている
地域について、
土砂災害発生の
危険度情報を確
認できます。

国土交通省「川の防災情報」
　川に関する防災情報がまとめられ
ています。河川断面図や水位グラフ
による川の水位
情報や、全国に
設置されたカメ
ラの映像から河
川の様子を確認
できます。

気象庁「気象警報・注意報」
　大雨や洪水、風雪、雪崩、乾燥な
ど気象等に関する特別警報、警報、
注意報の発表状
況と、警報級に
なる可能性があ
る場合の早期注
意情報を確認で
きます。

避難者の受付係を避難者が分担

掲示板には市対策本部等のお知らせを掲示

警戒レベルと避難情報等

避難勧告、避難指示
（市が発令）

【全員避難】

　指定避難場所までの移動が危険と思わ
れる場合は、近くの安全な場所や自宅内
のより安全な場所に避難しましょう

全員が速やかに避難警戒レベル

４

避難準備・高齢者等
避難開始

（市が発令）

　高齢者や障がいのある人、乳幼児等の
避難に時間を要する人とその支援者は避
難しましょう。その他の人は、避難の準
備を整えましょう

高齢者等は避難

【高齢者等避難】

警戒レベル

３

洪水注意報など
（気象庁が発表）

　避難に備え、防災マップ等で避難行動
を確認しましょう警戒レベル２

警戒レベル 避難情報等避難行動等

早期注意情報
（気象庁が発表）　災害への心構えを高めましょう警戒レベル１

災害発生情報
（市が発令）　既に災害が発生している状況です

命を守る最善の行動警戒レベル

５

避難所のレイアウト（例）

屋外に必要なスペース（例）

物資置き場 物資配布場所

避難所運営
委員会本部

受付

福祉避難関係

男女トイレ 給水 炊き出し ごみ置き 物干し 電話の使用

救護所 男性更衣室 女性更衣室

居住スペース

居住スペース居住スペース

居住スペース
（要配慮者用）

伝言板

掲示板

掲
示
板

出入口
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SAGAE COLUMN
さがえコラム

「寒河江市と第一生命保険株式会社との包括連携協定」を締結

　
柴
橋
地
区
民
に
よ
る
し
ば
は
し
（
４

８
８
４
）
地
域
づ
く
り
委
員
会
は
１
月

15
日
、
柴
橋
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
地
区
の
特
徴
を
生
か
し

な
が
ら
地
域
の
課
題
を
解
決
し
、
今
後

の
地
域
活
性
化
を
図
る
「
柴
橋
地
区
地

域
づ
く
り
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
委
員
会

内
の
各
部
か
ら
課
題
の
聞
き
取
り
を
行

っ
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
中
で

得
た
地
区
の
方
々
の
意
見
を
基
に
検
討

を
重
ね
「
七
つ
の
郷
を
虹
色
で
彩
る
心

ひ
と
つ
の
里
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

（
標
語
）
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
同
施
設
は
市
内
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
柴
橋
地
区
の
活

性
化
や
地
域
内
お
よ
び
多
世
代
間
交
流

の
拠
点
と
な
る
こ
と
に
加
え
、
よ
り
自

 

柴
橋
地
区
地
域
づ
く
り
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

　市と第一生命保険株式会社は、２月18日に「寒河江市と第一生命保険株式会社との包括連携協定」を締結しま
した。
　この協定は、それぞれが有する人的・物的・知的資源を有効に活用して、地域社会の発展および市民サービス
の更なる向上を目指すものです。
　市の行う健康診査や健康教室への参加に関する周知や集客等を、第一生命保険株式会社と協力して行います。
幅広いネットワークを活
用した周知等により、受
診率の向上や健康教室の
参加者増加につなげ、市
民の健康づくりを推進し
ます。今後、健康増進に
関することに限らず、高
齢者支援や子育て支援、
青少年育成といった、地
域社会の活性化および市
民サービスの向上に関す
る幅広い事業での連携を
図ります。

由
に
、
よ
り

多
く
の
方
に

施
設
を
活
用

し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的

に
令
和
２
年

４
月
１
日
に

開
設
さ
れ
ま

し
た
。
事
務

室
は
柴
橋
地
区
公
民
館
の
機
能
を
併
せ

持
ち
、
地
区
の
方
か
ら
の
公
募
か
ら
選

ば
れ
た
「
こ
の
木
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の

愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
し
ば
は
し
（
４
８
８

４
）
地
域
づ
く

り
委
員
会
は
、
柴
橋
の
地
域
づ
く
り
を

よ
り
活
発
に
行
い
、
地
区
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
住
民
自
ら
が
解
決
す
る
自

主
的
な
地
域
づ
く
り
活
動
を
行
う
こ
と

を
目
的
に
、
令
和
２
年

４
月
20
日
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　
柴
橋
地
区
地
域
づ
く

り
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
１
月
25
日
、
委
員
会

役
員
が
市
長
に
報
告
を

行
い
、
同
計
画
書
に
つ

い
て
は
２
月
５
日
、
地

区
内
へ
の
全
戸
配
布
を

行
い
ま
し
た
。

　食事を通じて培われるものは、健康な体だけでな
く、感性豊かな心も育まれます。現代の食事事情の
問題点といえる「７つの〝こ〟食｣、当てはまるもの
があれば改善してみましょう。
①�孤食（１人で食事をする)／楽しい食事の時間が、

孤独感や寂しさからつらい食事になってしまいます。
② 子食（子どもだけで食事をする)／好きな物だけ食
べてしまい、偏食や好き嫌いの原因になります。

③�個食（それぞれが別々のものを食べる)／同じ食卓
についていても、連帯感や協調性が失われます。

④�固食（同じものばかり食べる)／栄養バランスが偏
るだけでなく、肥満や生活習慣病を引き起こします。

⑤ 濃食（濃い味付けのものばかり食べる)／塩分の過
剰摂取の問題だけでなく、素材そのものの味や香
りが分からず、五感が育ちにくくなります。

⑥�粉食（パンや麺などの粉から作られるものばかり
食べる)／かむ力が弱くなり、かまずに飲み込む食
べ方になり、食べ過ぎて肥満の原因になります。

⑦�小食（食事の量が少ない)／食事の量が少なく、成
長期に必要な栄養が足りなくなります。

●問合せ／市健康福祉課市民健康係☎85-0617へ。

食が育てる
心と体

食から始める健康レシピ⑫

　１月30日から２月１日までの３日にわたり、フローラ・ＳＡＧＡＥ１階で東京
2020オリンピック・パラリンピック聖火リレートーチの特別展示を開催しました。
開催に当たり、私は会場内の看板・案内板のデザイン制作や会場のレイアウト、
設営等を担当しました。

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で、直前まで開催可能か判
断の難しい状況が続き、十分な告知もできないままの開催となり
ましたが、当日は新型コロナウイルス感染防止対策を行い、たく
さんの方にご来場いただきました。
　オリンピック聖火リレーは、６月６日に寒河江市を通過し、パ
ラリンピック聖火採火は、８月12日に慈恩寺で行われる予定です。

縁
エ ン ジ ョ イ

JOY通信

井上 貴史（山形市出身・47歳）
昨年の秋に、いこいの森でキャンプをしてきました。週末でとても混んで
いましたが、とても良い時間を過ごせました。雪が解けたらまた行こう！

地域おこし
協力隊が

さがえの魅力
を再発見

　皆さん「寒河江市鳥獣
被害対策実施隊」をご存
じでしょうか。実施隊は、
農作物等の鳥獣被害を減
らすために第一線で対策

に取り組んでおり、県猟友会西村山支部寒河江分会
が担っています。｢20」は令和２年度の出動件数です
　実施隊は、主にクマやイノシシといった獣による
農作物の被害が確認され、町会長から依頼があった
際に現地を確認し、市長の捕獲許可の下、罠を設置
します。許可は、あくまで農作物被害が確認された
箇所周辺において作業などを引き続きする予定があ
り、人への被害が想定される場合に下りるものです。
　罠による捕獲も１つの手段ではありますが、被害
を減らす上では①餌場となる環境（放置された農作
物や食料かす）をつくらない②獣と人の境界を明確
にする（草刈りなどの土地の管理を行う)―ことが最
も大切です。春になると獣の活動が活発になってき
ます。獣の生息範囲周辺で活動する際は、十分に気
を付けてください。農作物被害が発生し、実施隊の
出動が必要な場合には、町会長にご相談ください。
●問合せ／市農林課農業振興係☎85-1753へ。

。

20

あまり知られていない
農業の数
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生 涯 学 習 の ま ど

　
市
体
育
協
会
表
彰
式
を
２
月
13

日
、
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
で
行

い
ま
し
た
。

功
労
賞

遠
藤
貞
利
、
日
下
部
鋭
雄
、
後
藤

弘
明

栄
光
賞

熊
谷
亮
祐
・
佐
藤
将
羽
（
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
）、
冨
樫
真
結
（
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
）、
長
坂
翼
（
水
球
）、

木
村
快
斗
・
佐
藤
伶
音
・
細
谷
翔

馬
（
陸
上
）

奨
励
賞

【
団
体
】
▼
寒
河
江
パ
ワ
ー
ス
タ
ー

ズ
（
髙
橋
一
郎
・
山
﨑
勝
・
安
孫

　
来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
に
、
大
江
広
元

（
お
お
え
の
ひ
ろ
も
と
）
が
登
場
し

ま
す
。
広
元
は
鎌
倉
幕
府
の
重
要

人
物
で
す
が
、
寒
河
江
を
治
め
た

人
と
し
て
ご
存
じ
の
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
８

月
か
ら
３
回
に
わ
た
り
「
生
涯
学

習
の
ま
ど
」
に
広
元
に
つ
い
て
掲

載
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
広

元
や
そ
の
子
孫
と
寒
河
江
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

幕
府
要
職
を
務
め
た
大
江
広
元

　
大
江
広
元
は
、
今
か
ら
約
８
０

０
年
前
の
鎌
倉
幕
府
前
期
の
政
治

家
で
す
。
幕
府
で
の
役
職
は
公
文

所
（
く
も
ん
じ
ょ
）
の
別
当
で
し

た
。
こ
れ
は
幕
府
の
文
書
作
成
や

財
政
を
担
当
す
る
機
関
の
長
官
で

す
か
ら
、
今
で
い
う
総
務
大
臣
や

財
務
大
臣
の
役
職
に
あ
っ
た
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
な
お
、
公
文
所

は
後
に
政
所
（
ま
ん
ど
こ
ろ
）
と

改
称
し
ま
す
。

　
ま
た
、
守
護
と
地
頭
の
設
置
を

特 

集

８日㈪・22日㈪
※�３月～11月の閉館時間は、午後７時30分（日曜・
祝日は午後５時）

❸月の休館日

いっちゃん会　　　　３／20㈯午後２時～２時30分
ムーミンママクラブ　３／28㈰午前11時～11時40分
図書館ボランティアチェリー
　　　　　　　　　　４／６㈫午前10時30分～11時

おはなし室

西根小学校５年生作品展　　　　　　３／９㈫から
荒木たか子植物画展　　　　　　　　３／23㈫から

展示ホール
音の絵本の貸し出し　４／１㈭午前11時～11時30分

絵本の部屋

ブックテーマコーナー
スタート　　　　　　　　　　　　　３／21㈰まで
野菜づくり・ガーデニング　　　　　３／23㈫から

　寒河江と大江氏の関わりについて、市生涯学習課
では多くの書籍を発行しています。入門編としては
『ふるさと寒河江の歴史』、詳しいものは『寒河江市
史上巻』などがあります。また、資料集として『寒
河江市史　大江氏ならびに関係史料』があります。
ドラマに備え、読んでみてはいかがでしょうか。
●問合せ／市生涯学習課歴史文化係☎86-8231へ。

関連書籍のご案内

源
頼
朝
に
勧
め
た
の
も
広
元
で
し

た
。
い
ず
れ
も
教
科
書
で
お
な
じ

み
の
事
柄
で
、
広
元
は
幕
府
の
基

礎
を
固
め
た
人
物
と
い
わ
れ
ま
す
。

寒
河
江
を
治
め
た
大
江
氏

　
広
元
と
寒
河
江
の
関
わ
り
は
文

治
５
（
１
１
８
９
）
年
か
ら
で
す
。

源
頼
朝
が
平
泉
の
奥
州
藤
原
氏
を

滅
ぼ
し
た
後
、
広
元
は
寒
河
江
荘

(
さ
が
え
の
し
ょ
う
）
の
地
頭
に
任

命
さ
れ
ま
す
。
多
忙
な
広
元
に
代

わ
っ
て
、
寒
河
江
荘
を
治
め
る
た

め
に
、
広
元
の
妻
の
父
・
多
田
仁

綱
（
の
り
つ
な
）
が
派
遣
さ
れ
た

と
い
い
ま
す
。
そ
の
際
に
館
を
築

い
た
の
が
、
今
の
本
楯
で
す
。

　
承
久
３
（
１
２
２
１
）
年
、
後

鳥
羽
上
皇
が
幕
府
に
対
し
て
乱
を

起
こ
し
ま
す
。
承
久
の
乱
で
す
。

こ
の
時
、
広
元
の
長
男
・
親
広
（
ち

か
ひ
ろ
）
は
上
皇
方
に
つ
き
、
敗

者
と
な
り
ま
す
。
親
広
は
寒
河
江

荘
に
逃
れ
、
吉
川
（
西
川
町
）
や

富
沢
（
大
江
町
）
に
隠
れ
住
み
、

生
涯
を
終
え
た
と
い
い
ま
す
。

３
０
０
年
間
の
直
接
統
治

　
広
元
の
孫
の
孫
・
５
代
目
元
顕

(

も
と
あ
き
）
の
代
か
ら
鎌
倉
を
離

れ
、
天
正
12
（
１
５
８
４
）
年
に

最
上
義
光
に
滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
の

約
３
０
０
年
間
、
大
江
氏
が
寒
河

江
を
直
接
治
め
ま
し
た
。

　
直
接
治
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
は
、
寒
河
江
城
を
改
修
・
拡
張

し
、
堀
の
用
水
と
し
て
二
の
堰
を

引
き
ま
し
た
。
楯
（
城
）
を
、
市

内
で
は
高
屋
・
白
岩
・
柴
橋
に
築

き
、
一
族
を
置
い
て
守
り
に
当
た

ら
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
に
は
、

創
建
に
大
江
氏
関
係
者
が
関
わ
っ

た
寺
が
多
く
あ
り
ま
す
。

寒
河
江
と
大
江
氏
の
関
係
の
特
色

　
広
元
や
鎌
倉
幕
府
で
重
要
な
地

位
に
あ
る
人
の
領
地
は
、
県
内
に

他
に
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

広
元
の
子
孫
も
含
め
て
大
江
氏
が

約
４
０
０
年
、
う
ち
約
３
０
０
年

間
を
直
接
治
め
た
こ
と
は
、
本
市

の
特
色
で
す
。
そ
の
間
の
事
柄
・

場
所
は
数
多
く
残
っ
て
お
り
、
大

江
氏
が
本
市
の
姿
を
形
作
っ
た
と

い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

大
江
氏
と
毛
利
元
就

　
広
元
の
四
男
に
季
光
（
す
え
み

つ
）
が
い
ま
す
。
季
光
は
広
元
か

ら
譲
ら
れ
た
毛
利
荘
（
神
奈
川
県
）

を
本
拠
と
し
、
毛
利
季
光
と
名
乗

り
ま
す
。
こ
の
子
孫
が
中
国
地
方

の
戦
国
大
名
・
毛
利
元
就
（
も
と

な
り
）
で
す
。
そ
の
た
め
、
毛
利

氏
も
同
じ
家
紋
で
す
。

　
江
戸
時
代
末
、
長
州
（
山
口
県
）

藩
士
が
戊
辰
戦
争
で
寒
河
江
に
来

た
際
、
藩
主
と
同
じ
先
祖
を
持
つ

大
江
氏
が
建
て
た
寺
と
知
り
、
法

泉
寺
（
本
町
）
を
参
詣
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
本
年
度
発

刊
の
『
慈
恩
寺
最
上
院
日
記

下
』
編
集
で
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
大
河
ド
ラ
マ
を
き

っ
か
け
に
、
こ
の
よ
う
な
新

発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
？

　
ド
ラ
マ
で
は
広
元
を
栗
原

英
雄
さ
ん
、
主
人
公
の
北
条

義
時
を
小
栗
旬
さ
ん
が
演
じ

ま
す
。
三
谷
幸
喜
さ
ん
の
脚

本
で
、
ど
の
よ
う
な
ド
ラ
マ

に
な
る
か
楽
し
み
で
す
。

寒河江城推定図看板（寒河江郵便局西隣の丸内緑地内）

本楯館跡の北西角

大江氏家紋
「一文字三ツ星」

寒
河
江
と
大
江
氏

～
２
０
２
２
年
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
登
場
人
物
・
大
江
広
元
～

 

　本市出身の写真家・鬼海弘雄氏の母校である
醍醐小学校の児童有志が、鬼海氏のポートレー
トに倣って撮影した作品を市美術館に展示しま
す。友達や同級生を学習用情報端末で撮影した
モノクロ（単色）の写真からは、その時の楽し
げな雰囲気が伝わってきます。
● 期間／３月６日㈯～31日㈬（10日㈬は休館）
●問合せ／市文化センター☎86-5111へ。

だいごっこ笑顔写真展

寒河江市美術館

子
直
也
・
安
孫
子
大

雅
・
岩
井
千
晴
・
大

沼
昊
紀
・
大
場
斗
翔
・

小
座
間
優
之
介
・
加

藤
光
晟
・
川
越
愛
斗
・

菊
地
承
太
郎
・
木
村

碧
・
佐
藤
暖
馬
・
新

宮
羽
優
真
・
新
宮
友

唯
真
・
鈴
木
湊
翔
・

鈴
木
琉
雅
・
髙
子
悠

真
・
髙
橋
快
心
・
永

山
泰
成
・
野
口
陽
向
・

山
﨑
脩
登
・
二
関
煌
介
）

▼
Ｄ
Ｅ
Ｒ�

Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｎ

Ｚ
（
安
達
か
ほ
る
・

鈴
木
貴
志
子
・
渡
邉

博
志
・
増
川
亜
紗
・

土
屋
沙
織
・
千
石
南

実
子
・
榊
桃
子
・
鈴

木
健
太
・
工
藤
舞
夏
・

伊
藤
紗
由
美
・
渋
谷

実
樹
・
安
食
菜
々
美
・

飯
淵
花
梨
・
渡
辺
ル
イ
・
佐
藤
佑

樹
・
小
川
悠
太
・
大
沼
心
和
・
上

村
萌
夏
・
荒
木
月
碧
）

【
個
人
】
卯
月
美
月
・
武
田
乃
衣
・

横
尾
健
太
・
奥
山
杏
音
（
水
泳
）、

石
川
直
桜
・
小
野
涼
葉
・
渡
邉
悠

愛
・
浅
岡
武
・
浅
岡
光
（
体
操
）、

角
田
虎
太
郎
・
白
田
怜
士
（
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
）、
羽
柴
穣
之
介
・
荒
木

瞭
一
（
陸
上
）、
横
井
護
（
剣
道
）、

三
條
浩
・
柴
田
正
司
（
バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
）　
　
　
　
　

[

敬
称
略]

新「楯公民館」が完成
　地域の活動拠点となる「楯公民館」が、本年度の宝
くじ助成金（コミュニティ助成事業）を受け建て替え
られ、２月28日に楯町会に引き渡しが行われました。
　新しい公民館は、床面積134.15平方メートルの木造
平屋建てで、会議室や調理室などが整
備されています。今後は、地域住民の
交流や親睦の場として活用され、公民
館活動がより一層活発に展開されるこ
とが期待されます。

Sagae Library
さがえライブラリー

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
、
競
技
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方
を
表
彰

　２月５日号11ペ
ージ市史編さんだ
より「柴橋中学校
校舎の棟札」の記
事中で、氏名に誤
りがありました。
正しくは月光裕晶
さんです。おわび
し訂正いたします。

おわびと訂正
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市
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
案
へ
の

意
見
を
公
募

● 

閲
覧
場
所
／
市
役
所
２
階
、
ハ
ー
ト
フ
ル

セ
ン
タ
ー
、
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
、
こ
の
木

交
流
セ
ン
タ
ー
、
南
部
・
西
部
地
区
公
民

館
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
。

● 

意
見
の
提
出
方
法
／
所
定
の
用
紙
に
記
入

の
上
、
３
月
19
日
(金)
午
後
５
時
ま
で
市
市

民
生
活
課
へ
郵
送
（
〒
991-

8601
寒
河
江
市
中

央
１
丁
目
９
番
45
号)

、
電
子
申
請
、
電
子

メ
ー
ルsiminnseikatu@city.sagae.

yamagata.jp

、
フ
ァ
ッ
ク
ス(

８
６)

２
１

２
２
、
持
参
の
い
ず
れ
か
。

● 

問
合
せ
／
市
市
民
生
活
課
環
境
保
全
推
進

室
☎(

８
５)

１
９
１
４
へ
。

地
域
福
祉
計
画
案
・
障
が
い
者

　
基
本
計
画
案
へ
の
意
見
を
公
募

● 

閲
覧
場
所
／
市
役
所
２
階
、
ハ
ー
ト
フ
ル

セ
ン
タ
ー
、
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
、
こ
の
木

交
流
セ
ン
タ
ー
、
南
部
・
西
部
地
区
公
民

館
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
。

● 

意
見
の
提
出
方
法
／
所
定
の
用
紙
に
記
入

の
上
、
３
月
19
日
(金)
午
後
５
時
ま
で
市
健

康
福
祉
課
へ
郵
送
（
〒
991-

0021
寒
河
江
市
中

央
２
丁
目
２
番
１
号)

、
電
子
メ
ー
ルkenkou

　

�@city.sagae.yamagata.jp

、
フ
ァ
ッ
ク

ス(

８
３)

３
２
０
１
、
持
参
の
い
ず
れ
か
。

● 

問
合
せ
／
地
域
福
祉
計
画
は
市
健
康
福
祉

課
福
祉
総
務
係
☎(

８
５)

０
２
４
２
、
障

が
い
者
基
本
計
画
は
同
課
生
活
福
祉
係

　
☎(

８
５)

０
３
９
５
へ
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

使
用
期
間
は
３
月
20
日
(土)
ま
で

　
さ
が
え
さ
く
ら
ん
ぼ
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
使
用
期
間
は
３
月
20
日
(土)
ま
で
で
す
の
で
、

未
使
用
の
商
品
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
忘
れ

ず
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
商
工
推
進
課
商
工
振
興
係

　
☎(

８
５)

１
４
９
２
へ
。

農
業
実
践
者
セ
ミ
ナ
ー

　
稲
作
・
果
樹
・
野
菜
・
花
き
・
畜
産
の
基

本
的
な
栽
培
技
術
や
農
業
簿
記
を
習
得
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
期
間
／
４
月
か
ら
１
年
間

● 

対
象
／
新
た
に
農
業
を
始
め
た
方
、
新
し

い
部
門
を
導
入
す
る
方
、
農
業
の
基
本
を

勉
強
し
た
い
方
等

● 

申
込
／
３
月
26
日
(金)
ま
で
西
村
山
農
業
技

術
普
及
課
☎(

８
６)

８
２
１
５
へ
。

あ
な
た
の
婚
活
を
サ
ポ
ー
ト

市
結
婚
相
談
会

●
日
時
／
３
月
23
日
(火)
午
後
７
時
～
９
時

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

● 

対
象
／
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
方
、
ま

た
は
そ
の
親

●
そ
の
他
／
相
談
は
１
人
30
分

● 

申
込
／
３
月
19
日
(金)
ま
で
市
市
民
生
活
課

生
活
安
全
係
☎(

８
５)

１
８
７
６
へ
。

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

催
し
案
内

折
り
紙
を
楽
し
む
会

■
日
時
／
３
月
17
日
(水)
午
前
10
時
～
正
午

｢

終
活
ラ
イ
フ
」
弁
護
士
講
話
会

お
知

ら
せ

 

■
日
時
／
３
月
24
日
(水)
午
前
10
時
～
正
午

●
会
場
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
施
設
利
用
料
／
半
日
１
５
０
円

●
そ
の
他
／
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
送
迎
あ
り

● 

申
込
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎(

８
７)

１
３
２
８
へ
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
体
験
活
動

　

｢

壁
か
け
レ
リ
ー
フ
づ
く
り｣

●
日
時
／
３
月
21
日
(日)
午
前
10
時
～
正
午

●
会
場
／
文
化
セ
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新型コロナウイルスの影響により、
掲載の催しなどが中止・変更になる
場合があります。

３月の行事予定
　寒河江ライオンズクラブ（大沼有康会長）様か
ら、金５万円をいただきました。

ご寄附をいただきました

● 募集区分／①主任介護支援専門員（正職員・嘱
託）２人、②介護支援専門員（常勤嘱託）若干

　�名、③常勤嘱託職員・非常勤嘱託職員各１人、
　④常勤嘱託職員（女性）２人、⑤臨時職員１人
● 業務内容／①地域包括支援センター相談業務等、
②ケアマネージャー業務等、③市総合子どもセ
ンター長・児童厚生員、④事務職員・老人福祉
センター業務員、⑤食の自立支援事業業務等

●申込／市社会福祉協議会☎83-3220へ。

市社会福祉協議会職員募集

●日時／３月13日㈯午前10時～午後１時
●会場／フローラ・ＳＡＧＡＥ
●問合せ／山形地方裁判所総務課庶務係
　☎023-623-9511内線543へ。

調停手続相談会

■次号の市報３月20日号は、３月19日㈮に発行します。

　問い合わせいただいた方に各提供者等の連絡先
をお伝えしますので、直接交渉してください。
■ あげます／シングルベッド、工業用ミシン、除

雪機、パイプハンガー（シングル)、スキー板・
ブーツ

■譲ります（有償)／ブラインド、鏡台、こたつ、
　�オイルヒーター、電気ストーブ、パイプハンガ
ー（ダブル）

■ 譲って／２段ベッド、ミシン、スチームアイロ
ン、タオル、キャットタワー

■あげます／チャイルドシート、靴、スキー板
■譲ります（有償)／服、学生ズボン
●問合せ／市市民生活課環境保全推進室
　☎85-1914へ。

ふれあいゆずりあいコーナー
（２月24日現在）

＝子育てゆずりあいコーナー＝

5 ㈮ 子育てサロン・エンジェル「手形をとろう｣／２歳
児ピカピカ歯科検診

6 ㈯
7 ㈰ 休日当番医（鈴木眼科)／証明書交付窓口開庁（午前）

8 ㈪ 市立図書館休館日

9 ㈫ こころの健康相談／南部・柴橋・西部地区公民館
休館日

10 ㈬ 行政相談／１歳６カ月児健診／フローラ・ＳＡＧ
ＡＥ休館日

11 ㈭ ふるさと交流スペース／健康相談／９～10カ月児
健診／市民浴場休場日

12 ㈮ 離乳食後期教室

13 ㈯
14 ㈰ 休日当番医（中正堂髙橋医院)／証明書交付窓口開

庁（午前）

15 ㈪ 法律相談

16 ㈫ 市立中学校卒業証書授与式

17 ㈬ ３～４カ月児健診

18 ㈭ 市立小学校卒業証書授与式（～19日)／ふるさと交
流スペース／健康相談

19 ㈮ 離乳食前期教室／保健師育児相談／助産師の母乳
ミルク相談室

20 ㈯ 休日当番医（寒河江武田内科往診クリニック）

21 ㈰
休日当番医（田村内科・消化器科クリニック)／証
明書交付窓口開庁（午前)／ハートフルセンター休
館日

22 ㈪ 市立図書館、市民体育館、チェリーナさがえ休館日

23 ㈫ 市結婚相談会／中央公民館休館日

24 ㈬ 市立保育所修了式

25 ㈭ ふるさと交流スペース／市長相談／健康相談

26 ㈮
27 ㈯
28 ㈰ 休日当番医（豊岡整形外科)／住民異動臨時窓口開庁

29 ㈪ 住民異動臨時窓口開庁（午後６時15分まで）

30 ㈫ 住民異動臨時窓口開庁（午後６時15分まで）

31 ㈬ 住民異動臨時窓口開庁（午後６時15分まで）

4/1 ㈭ 健康相談／住民異動臨時窓口開庁（午後６時15分
まで）

2 ㈮ 住民異動臨時窓口開庁（午後６時15分まで）

3 ㈯
4 ㈰ 休日当番医（すまいるレディースクリニック）

住民異動（転入・転出・転居等）に
伴う臨時窓口を開設

日時
３月28日㈰午前８時30分～午後５時15分、
３月29日㈪～４月２日㈮の午後５時15分～
６時15分

　手続きには申請者の身分証明書が必要で、他市町村
に確認が必要な場合や戸籍届を伴う異動届等は取り扱
えません。また、窓口は混雑し待ち時間が長くなるこ
とが予想されますので、あらかじめご了承願います。

●問合せ／市市民生活課市民係☎85-1854へ。

取り扱い業務（住民異動届と証明書発行）
＝住民異動届（転入・転出・転居等)＝

①�マイナンバーカード（個人番号カード)、住民基
本台帳カードの手続き

②国民健康保険証の手続き
③後期高齢者医療被保険者証の手続き
④介護保険被保険者証の手続き
⑤児童手当、子育て医療証の手続き
⑥印鑑登録の手続き

＝通常の日曜日窓口で発行している証明書＝
①戸籍証明、②戸籍附票証明、③住民票証明、
④印鑑証明、⑤身分証明、⑥税証明
※一部発行ができない証明書あり

● 審査方法／[１次審査］書類審査、[２次審査］
面接審査（４月11日㈰）

● 応募資格／１年間にわたり観光ＰＲイベント等
で活躍できる、県内在住で18歳以上の未婚女性

　�(高校生不可、未成年者
は保護者の同意が必要)

● 申込／４月４日㈰まで
市さくらんぼ観光課観
光振興係☎85-1682へ。

ミスさくらんぼコンテスト
参加者募集
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　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感じた市内の観光やグルメ、
日常の風景などを自ら取材し、地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。
　市民レポーターを募集しています。詳細は市ホームページをご覧ください。
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Twitterでも特派員が情報配信中　https://twitter.com/sagae_tokuhain

　立春が過ぎ、暦の上では春ですが、

まだまだ寒い日が続いていますね。　

　写真は「慈恩寺テラス」と愛称が決

定した、間もなく完成予定の慈恩寺ガ

イダンス施設の屋根から突き出してい

た雪の塊です。｢ぴょこん」という感じ

でかわいかったです。　 （北條幸子）

　フローラ・ＳＡＧＡＥにオリンピックとパラリンピックの聖火リレートーチがやってきました。テレビ等で見てはいましたが、本物は神々しく存在感がありました。間近で見ることができ、とてもわくわくな気分。聖火リレーが今から楽しみです。　 （佐藤真由美）

寒河江市ホームページ
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さがえの旬 な情報、ご覧ください！
寒河江市役所 検索
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　昨年７月の豪雨災害の爪痕が残るグリバーさがえ。早期復旧に向けて工事が進んでいます。全面復旧したら、また以前のように、スポーツやバーベキュー、カヌー・バナナボート体験などの水上アクティビティ（遊び）が楽しめますよ。　　　　　　（中島弘人）

　最上川ふるさと総合公園の虹の丘の

斜面は、寝転んでふわふわな雪を体全

体で感じている人や、歓声を上げなが

ら迫力満点のソリ滑りを楽しんでいる

人などでにぎわっていました。コロナ

禍で外出が難しい中、改めて冬の寒河

江の魅力を感じました。（酒井由美子）


